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フィリピン海における大気海洋変動とエルニーニョ変調の関係

Relationship between oceanic and atmospheric variations in the

Philippine Sea and modulation of El Nino events
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　El Nino理論の一つであるWestern Pacific Oscillator (WPO) モデルの特徴の一つに、エルニーニョ最盛期以

後に西部熱帯太平洋（フィリピン海周辺海域）において高気圧偏差が卓越する点が挙げられる。この特徴に着

目して、エルニーニョ発生後の冬季(1-3 月)に平均されたフィリピン海の高気圧偏差の時系列を作成した。そ

の結果、eastern-Pacific(EP)-El Nino (1982/83, 1986/87, 1991/92, 1997/98 年)では、 WPO モデルの特徴

と一致して、海面気圧は強い正偏差を示す。一方、central-Pacific (CP)-El Nino (1994/95, 2002/03,

2004/05、2006/07、2009/10 年)では、高気圧偏差の値が弱い。次に、海面気圧と海上風の水平分布を調べ

るために、EP-El Nino 及び CP-El Nino の各イベント毎に、エルニーニョ発生後の冬季において海面気圧偏差

と海上風偏差の平均図を作成した。その結果、EP-El Nino では先の結果と一致して、フィリピン海周辺におい

て正の海面気圧偏差が出現し、それに対応する高気圧性の海上風循環場が見られた。この高気圧性循環場の南

部(5N 付近)では、東風偏差となっており、赤道太平洋の暖水を減少さ せる極向きのエクマン輸送が導かれ

る。これは WPOモデルから期待されるように、現在のエルニーニョを終焉させ次のラニーニャを導く cold 赤

道ケルビン波の発生に好ましい状況であることを示唆する。さらに、海面高度 偏差の合成図解析を行った結

果、EP-El Nino では cold 赤道ケルビン波の発生に好ましい大きな負の海面高度偏差が西部赤道太平洋に分布

していた。一方、CP-El Nino では、高気圧性偏差が非常に弱く、海上風は明瞭な高気 圧性の循環場を形成し

ておらず、西部赤道太平洋には大 きな負の海面高度偏差は見られない。これらの結果から、CP-El Nino で

は、WPOモデルの特徴が弱く、この WPOモデルが効果的に機能していないことが示唆される。 
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